
 

第 1 回 みちのおくの芸術祭 2026 「やまのひかり」 が 11/5（木）から開幕！ 

山形美術館を主会場に、誰もが参加でき、山形の創造性を体感できる 11 日間 
  

東北芸術工科大学（山形市上桜田／学長：中山ダイスケ）は、今回初開催となる、第 1 回みちのおくの

芸術祭 2026「やまのひかり」を 11 月 5 日（木）から 15 日（日）に山形美術館を主会場に開催します。 

 

2014 年から開催してきた「山形ビエンナーレ」の

成果を受け継ぎ、地域の芸術振興を目的として、今

回は「やまのひかり」をテーマに、山形ならではの

創造活動の多様性や可能性を、さまざまな形で体

感できる芸術祭です。「誰もが参加できる芸術祭」

として、アーティストと市民の作品が同じ場に並

ぶ山形美術館内での作品展示のほか、マルシェや

踊り・演劇・パフォーマンス・ワークショップなど、

山形の歴史・風土の中で生まれたさまざまなクリ

エイティブな取り組みによって、山形の未来に向

けた創造力の「光」を発見・共有いただきます。 

 

企画運営は本学の教職員が担い、多くのインターン学生も運営に参加します。また、初日の 11 月 5 日

（木）には、13 時から山形美術館で芸術祭企画担当教員による「展示作品の現地解説会」を行います（取

材いただける場合は、別紙にて事前にご連絡ください）。つきましては、本取り組みを多くの皆様に知っ

ていただきたく、ぜひ取材・広報のお願いを申し上げます。 

 

■第 1回 みちのおくの芸術祭 2026 「やまのひかり」 開催概要 

会期：2026年 11 月 5 日（木）〜15日（日） ※休館日・開催時間は会場によって異なります 

会場：山形美術館、美術館前スクエア、やまがたクリエイティブシティセンターQ1（THE LOCAL、famAA） 

内容：作品展示、マルシェイベント、踊り、演劇、パフォーマンス、ワークショップ 等 

入場：無料（一部有料あり） 

ディレクター：加藤絵美（基盤教育研究センター 専任講師）、小金沢智（美術科 日本画コース 准教授

／美術館大学センター研究員）、三瀬夏之介（美術科 日本画コース 教授／美術館大学センター長）、 

宮本晶朗（歴史遺産学科 文化財保存修復コース 准教授／美術館大学センター研究員）、森一貴（企画構

想学科 地域デザインコース 専任講師）※五十音順 

Web サイト：https://michigei.tuad.ac.jp/ 

※詳しくは、別紙の「注目ポイント」と Webサイトをご覧ください。 

 

■展示作品 現地解説会 

日時・場所：11月 5 日（木）13 時～山形美術館 

内容：本学の芸術祭企画担当教員（ディレクター）による展示作品の説明 

※取材いただける場合には、別紙の取材申込書にて事前のお申し込みをお願いします。 

報道関係各位 

プレスリリース 
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みちのおくの芸術祭 2026 

「展示作品 現地解説会」 

11 月 5 日（木）13 時～ 

（会場：山形美術館） 

 

取材申込書 

FAX：023-627-2081 
 

貴社名                                         

代表者氏名                                       

携帯番号                                         

メールアドレス          @                          

参加人数               （人） 

 

 

「現地解説会」以外の取材希望については、下記までお問い合わせをお願いします。 

 

 

■本件に関する問い合わせ先 

東北芸術工科大学 地域連携推進課（担当：高橋） TEL. 023-627-2218（平日 9:00～17:15） 

 

------------------------------------------------------------------------------------------------ 

配信元： 東北芸術工科大学 法人企画広報課 TEL：023-627-2246 E-mail：public@aga.tuad.ac.jp 
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注目ポイント①  

100点以上の創造の❝ひかり❞に出会う！ 市民公募 BOXアート展「やまのひかり」 

市民や山形ゆかりの方々から公募した、今回

の芸術祭のテーマ「やまのひかり」に沿う100

点以上の作品を展示します。BOX（2 種類。

縦・横・奥行が 30cm 又は 60cm）の中で、作

者それぞれが、自分の想う「やまのひかり」

を作品に込めて表現します。 

作者と鑑賞者一人ひとりの創造力・想像力、

そして感動が、これからの山形を照らす光に

なります。 

 

 

 

注目ポイント②  

過去～現代までの山形ゆかりのアーティストや、市民アーティスによる 

素晴らしい芸術表現！ 

山形を自らの足で歩き、優れた感性によ

り山形の特質や魅力を捉えたアーティス

トによる本芸術祭のための作品や、市民

アーティストによる創作活動のほか、昔

から今日に至るまで、才能と創意を発揮

した山形ゆかりのアーティスト達による

作品群を、会場内で展示します。 

 

 

 

 

注目ポイント③  

山形の魅力を再発見する！「みちのおくの市」 

知っているようで知らない、また、知っていてもなかなか味

わう・触れる機会が限られる、県内各地の食品・物品・書籍

店等に、会場装飾が加えられた美術館前スクエアで出会い・

味わうことができます（購入は有料）。   

 

 

 

大和由佳（参加作家） 

写真：早川純一 
［参考作品］岡崎直子（参加作家） 

2024年 写真：三浦晴子 

木製 BOX 製作：アートエッグ 
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注目ポイント④  

これまでの、山形ゆかりのアート潮流に触れられる、貴重な作品群の展示 

近代工芸・デザインに大きな役割を果たし

た置賜出身のクラフトデザイナー 芳武茂

介（よしたけ・もすけ）の作品群や、昭和

初期の想画教育日本三大校の一つとして

位置づけられる東根市長瀞小学校の「長瀞

想画」など、これまでの山形ゆかりの特筆

すべき文化活動をご紹介します。  

 

 

 

注目ポイント⑤  

山形に住まう方々の、日々の物語から生まれた演劇公演 

文筆家の五所純子さんが、山形を訪れ、山形

に住まう人々から取材をして創作した戯曲

を、舞台人たちの支援を得て初上演いたしま

す。日常の私たちの「暮らし」が「作品」と

して昇華し、目の前で上演される貴重な瞬間

に立ち会えます。   

 

 

 

 

注目ポイント⑥  

「ダイバーシティ（多様性）＆アクセシビリティ（近づきやすさ）」 

誰もが参加できる芸術祭！ 

変化し続ける社会のなかで、これからの山形・地域はどうあるべきか？というテーマに、数百年にわ

たり継承されてきた獅子踊り等を通して自然との共生や文化継承の有り方を問います。また、美術館

とのふれあい方など、鑑賞ツアーやワークショップを通じて体感的に理解できます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鹿楽招旭踊 

写真：伊藤美香子 

 

民話がたりワークショップ 

 

芳武茂介 長瀞想画： 

小野朝男《早春の野辺》 

文筆家 五所純子 
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